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服
郎
南
祁
校
文
墨
餃
二
点
本
館
所
蔵
に
服
部
南
郭
の
狡
文
r
n辟貼
が
二
点
あ
る
°
一
は
太
宰
春
台
宛
の
内
筒
（
ヌ
六•
七O
\
J
l
i
\
)、
一
は
究
延
＿
―-
年
本
多
狛
蘭
に
奉
品
の
『
椅
蘭
藤
公
六
十
寿
宴
序
井
詩
』
（
チ
六•竺
―――
―-）一
幅
で
あ
る
（
以
上
巻
瑣
凶
版
）
。
い
ず
れ
も
『
南
郭
先
生
文
某
』
（
以
下
「
南
郭
集
」
）
に収
め
て
あ
り
、
害
簡
は
そ
の
三
緬
、
巻
―
o
「
書
限
十
二
首
」
中
に
「
報
徳
夫
」
と
題
す
る
も
の
の
一
通
で
あ
る
。
後
者
は
詩
と
序
と
別
々
に
一
は
四
編
、
巻
一
、
右
の
如
く
、
す
で
に
か
く
刊
本
の
存
す
る
以
上
、
資
料
と
し
て
お
よ
そ
そ
の
初
々
し
さ
を
欠
い
た
憾
み
を
如
何
と
も
な
し
が
た
い
の
で
あ
る
が
、
た
ま
た
ま
わ
れ
ら
の
手
中
に
あ
る
と
い
う
偶
然
を
奇
貨
と
し
て
、
古
節
に
つ
い
て
は
そ
の
事
実
閾
係
を
追
及
し
、
書
幅
に
お
い
て
は
そ
れ
を
書
芸
作
品
と
し
て
、
も
っ
て
南
郭
の
書
技
を
み
、
本
館
蔵
書
の
解
説
ら
し
き
こ
と
を
試
み
よ
う
と
思
う
0
服
部
南
郭
は
太
宰
春
台
と
と
も
に
、
荻
生
狙
株
の
率
い
た
腹
園
の
双
足
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
ま
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
そ
の
祖
株
に
お
い
て
統
一
さ
れ
て
い
た
二
つ
の
分
解
要
索
が
、
一
は
経
学
の
士
太
宰
春
台
と
な
り
、
一
は
文
雅
の
人
服
部
南
郭
と
そ
れ
ぞ
れ
ぞ
れ
に
独
立
し
て
い
っ
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
祖
彼
が
そ
れ
ま
で
の
朱
子
学
の
厳
格
主
義
か
ら
、
人
間
の
性
梢
を
解
放
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
わ
が
国
近
世
思
想
史
に
お
け
る
に
収
め
て
あ
る
o
虹麟
服
部
南
郭
漢
文
墨
蹟
二
点
服
部
匡
一
は
同
編
、
巻
四
延
- 1-
―
つ
の
重
要
な
迎
動
で
あ
っ
た
が
、
南
郭
が
そ
れ
を
文
雅
の
道
に
お
い
て
具
体
化
し
、
し
か
も
以
後
甜
出
し
て
く
る
日
本
文
人
と
い
う
存
在
様
式
の
原
型
と
な
っ
た
こ
と
も
ま
た
―
つ
の
璽
視
さ
る
ぺ
き
事
実
で
あ
っ
た
。
そ
の
南
郭
が
当
の
春
台
に
与
え
た
桜
文
体
害
筒
は
、
「
南
郭
集
」
に
限
っ
て
み
る
と
三
通
あ
り
、
集
』
（
以
下
「
春
台
北
」
）
に
南
郭
宛
の
も
の
は
五
通
あ
り
、
う
ち
一
―
一
通
が
南
郭
の
三
通
と
各
々
相
通
じ
つ
つ
三
組
の
往
来
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
°
因
み
に
春
台
書
筒
は
「
春
台
集
」
後
稲
、
巻
―
二
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
て
こ
こ
に
挙
げ
た
南
郭
書
簡
は
、
先
師
祖
株
の
墓
碑
銘
撰
刻
の
遅
延
と
『
祖
彼
文
集
』
の
集
首
に
あ
る
べ
き
序
文
の
な
い
こ
と
の
二
点
に
つ
き
、
春
台
が
提
示
し
た
疑
義
に
対
す
る
返
事
で
、
か
れ
ら
の
思
想
•
生
活
の
違
い
と
は
ま
た
別
な
、
性
格
、
気
性
と
か
い
っ
た
も
の
の
相
異
か
ら
く
る
気
合
の
対
照
が
、
如
実
に
r)
か
が
わ
れ
る
点
で
卵
味
を
も
た
せ
る
も
の
が
あ
る
o
こ
こ
で
、
本
題
に
入
る
前
に
あ
ら
ま
し
南
郭
書
簡
原
本
の
現
状
を
述
べ
て
お
こ
う
0
用
紙
は
普
通
の
堵
紙
で
、
い
く
ら
か
裁
ち
丑
洛
し
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
竪
一
五
糎
強
°
茶
色
の
罫
が
摺
り
込
ん
で
あ
り
、
現
状
は
三
段
に
表
装
し
て
あ
る
が
も
と
は
一
咲
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
四
行
目
毎
に
折
目
が
残
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
当
初
の
も
の
か
ど
う
か
は
判
ら
な
い
°
末
尾
に
は
無
地
の
充
書
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
継
目
が
あ
る
の
で
本
来
別
紙
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
南
郭
に
は
も
う
一
点
こ
れ
と
同
巧
の
書
筒
が
知
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
古
文
書
時
代
鑑
』
続
緬
ニ
ハ
七
図
に
載
せ
る
も
の
が
そ
れ
で
、
福
岡
の
藩
仙
竹
田
定
澄
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
が
、
内
容
は
「
南
郭
集
」
二
編
、
巻
九
に
「
報
新
瑚
竹
文
学
」
と
題
し
て
収
め
て
あ
る
°
春
台
宛
に
し
て
も
こ
れ
に
し
て
も
南
郭
は
日
付
け
を
書
い
て
い
な
い
か
ら
、
こ
れ
が
い
つ
の
も
の
か
未
詳
で
あ
る
が
、
「
南
郭
集
」
二
編
は
本
多
椅
蘭
の
祓
に
よ
れ
ば
元
文
二
年
に
は
稿
了
し
て
お
り
、
そ
れ
よ
り
前
の
一
緬
が
享
保
一
0
年
に
は
耀
集
を
完
了
し
た
ら
し
い
（
祖
株
序
）
か
ら
、
定
澄
宛
は
そ
の
間
で
あ
る
。
し
か
も
春
台
宛
の
方
は
の
ち
に
証
す
る
如
く
元
文
＿
―
-
年
で
、
そ
れ
ら
か
ら
判
断
す
る
に
南
郭
は
享
保
・
元
文
頃
、
こ
と
に
こ
の
よ
う
な
蜀
引
用
紙
を
好
ん
で
用
い
た
と
思
わ
れ
る
。
か
か
る
忠
節
は
わ
が
国
で
は
他
に
あ
ま
り
例
を
み
な
い
が
、
こ
の
部
風
趣
味
は
師
祖
株
譲
り
の
一
端
で
あ
ろ
う
°
つ
い
で
に
雹
く
と
、
定
澄
苑
古
節
は
竪
一
七
糎
九
粍
で
、
春
台
宛
の
も
の
よ
り
約
二
糎
五
粍
大
き
い
。
し
か
し
罫
線
の
印
面
は
春
台
宛
一
三
糎
六
粍
、
定
澄
宛
は
比
例
計
算
に
よ
る
」
れ
を
春
台
の
側
に
つ
い
て
み
る
と
『
春
台
先
生
文
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服
部
南
郭
汲
文
墨
蹟
二
点
春
台
の
南
郭
宛
書
簡
の
要
点
が
、
祖
株
墓
碑
銘
の
こ
と
お
よ
び
『
祖
裸
文
集
』
序
の
こ
と
、
そ
し
て
南
郭
書
簡
が
そ
の
返
書
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
前
に
伊
藤
東
涯
の
没
後
直
ち
に
そ
の
辿
集
『
紹
述
先
生
文
集
』
の
編
梨
が
企
画
さ
れ
、
そ
の
序
文
に
は
と
く
に
時
の
内
大
臣
藤
原
常
雅
が
染
筆
す
る
こ
と
に
も
や
や
触
れ
て
お
い
た
が
、
つ
き
に
そ
の
事
実
を
追
っ
て
み
よ
う
0
る。 を
枇
え
て
い
た
ら
し
く
芙
菓
館
の
名
も
そ
の
因
み
に
よ
る
と
言
う
0
復
原
値
一
三
糎
九
粍
で
、
誤
差
を
見
込
め
ば
同
一
用
紙
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
相
互
に
年
代
の
近
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
南
郭
の
春
台
宛
霊
簡
が
元
文
三
年
の
箪
で
あ
る
と
は
前
に
も
述
べ
た
が
、
そ
の
証
明
に
は
ま
ず
春
台
の
南
郭
宛
書
簡
を
み
る
の
が
便
で
あ
る
。
す
る
と
そ
の
は
じ
め
の
方
に
「
去
年
七
月
、
平
安
伊
藤
原
蔵
没
」
と
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
°
原
蔵
す
な
わ
ち
東
涯
の
没
年
は
元
文
元
年
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
「
去
年
」
と
言
え
は
当
然
元
文
二
年
の
こ
と
と
な
る
。
ま
た
終
り
の
方
に
は
「
時
迫
二
改
歳
―
」
と
言
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
が
同
年
の
―
二
月
で
あ
る
こ
と
も
直
ち
に
判
明
す
る
°
春
台
に
よ
れ
ば
同
月
「
幾
望
」
に
、
所
用
の
帰
途
南
郭
の
居
宅
に
立
ち
寄
っ
た
が
折
悪
し
く
か
れ
は
不
在
で
あ
っ
た
と
言
う
0
こ
こ
で
眼
を
南
郡
の
方
に
転
ず
る
と
、
か
れ
は
春
台
の
こ
の
た
び
の
訪
問
に
つ
い
て
「
旧
年
特
西
ぎ
柾
過
一
適
復
不
＞
在
」
と
書
き
、
そ
れ
が
「
旧
年
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
南
郭
書
簡
が
元
文
三
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
館
所
架
の
服
部
文
庫
は
、
南
郭
以
来
芙
菜
館
累
代
の
蔵
書
の
大
部
分
で
あ
る
が
、
そ
の
一
冊
に
第
七
代
館
主
服
部
元
彰
の
『
雑
記
帖
』
（
イ
一
七
・
―
―
―
―
合
）
（喬）
が
あ
り
、
な
か
に
「
家
塾
取
調
」
の
写
し
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
麻
布
区
芝
森
元
町
二
丁
目
一
―
一
番
地
、
先
祖
元
ー
、
寛
保
元
年
八
月
、
当
所
―
―
転
居
以
来
（
傍
注
ー
明
治
十
六
年
迄
）
百
四
十
三
年
、
住
店
致
居
候
」
と
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
『
先
哲
像
伝
』
な
ど
に
伝
え
る
よ
う
に
、
上
野
不
忍
池
の
ほ
と
り
に
居
一
方
、
春
台
は
太
田
南
畝
の
『
一
話
一
言
』
巻
一
六
に
よ
れ
ば
、
い
ま
の
文
京
区
、
後
楽
園
々
池
近
く
の
牛
天
神
辺
り
に
住
し
て
い
た
ら
し
い
。
一
説
に
よ
れ
ば
そ
の
住
い
か
ら
春
日
町
界
隈
が
眺
望
で
き
た
の
で
春
台
と
号
し
た
と
言
う
。
と
す
る
と
、
か
れ
ら
は
本
郷
を
挟
ん
で
東
西
に
比
較
的
間
近
に
住
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
う
し
た
距
離
上
の
事
情
や
書
簡
の
内
容
か
ら
推
し
て
そ
の
往
復
は
一
、
二
週
間
中
に
行
な
わ
れ
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
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と
あ
る
。
已
°
無
＞
有
こ
言
銘
口
に
は
、
行
二
是
盛
徳
之
事
一
何
其
辱
也
°
な
っ
た
。
ま
た
そ
れ
よ
り
前
、
水
戸
に
お
い
て
は
徳
川
光
閻
、
網
条
父
子
が
手
ず
か
ら
『
舜
水
辿
文
』
を
編
修
し
し
か
も
緬
者
と
し
て
み
ず
か
ら
の
名
の
上
に
、
尊
毀
を
屈
し
て
門
人
の
二
字
を
冠
し
も
っ
て
舜
水
の
名
を
顕
揚
し
た
と
言
う
0
そ
こ
で
春
台
は
、
以
上
の
事
実
を
も
っ
て
南
祁
に
つ
ぎ
の
如
く
忠
い
て
い
る
。
夫
義
公
者
国
家
宗
奎
、
蔀
山
公
者
晶
朝
大
臣
也
°
而
舜
水
、
J
k
蔵
皆
一
匹
夫
也
°
匹
夫
面
受
,i:
～
杓
而
一
何
其
栄
也
°
二
公
能
屈
二
公
侯
之
咄
—
而
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
先
樅
に
照
し
て
「
我
が
祖
株
先
生
の
没
す
る
や
」
、
H
に
は
、
西
台
狩
脳
公
、
因
—
i大
寧
（
荻
生
金
谷
）
之
乞
一
欲
瓦
邸
丑
盆
ぃ
究
以
為
叫
H
之
祁
上
也
°
顧
血
未
品
不
‘
干
ど
今
十
年
°
硲
木
且
棋
、
魁
然
之
石
題
名
而
足
下
受
1一
夫
午
辿
命
盃
皿
輯
品
坦
文
一
業
已
上
レ
木、
尖
亦
盛
北
也
°
特
恨
不
レ
弁
=
-
―
毀
人
之
序
於
二
其
巻
首
—
耳
°
と
し
て
南
邪
を
追
及
し
て
い
る
。
と
く
に
口
に
つ
い
て
は
、
腹
園
第
一
の
忠
義
と
称
さ
れ
た
山
県
周
南
の
言
を
引
い
て
、
て
曰
く
、
祖
練
集
首
に
序
引
な
き
は
、
元
文
四
年
己
末
秋
七
月
、
門
人
朝
散
大
夫
藤
忠
紘
撰
、
源
私
岳
苫
「
次
公
、
抒
う
れ
ば
買
登
の
甜
が
古
人
の
辿
文
を
故
紙
堆
中
に
狼
て
こ
れ
を
刊
す
る
が
如
し
o
J
I
心
れ
恨
む
可
し
と
為
す
、
と
°
知
ら
ず
、
足
下
ま
た
此
の
言
を
間
く
を
や
」
と
つ
け
加
え
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
想
像
す
る
と
祖
株
没
後
の
整
理
事
務
の
や
り
方
に
つ
い
て
は
一
人
春
台
の
み
な
ら
ず
、
賤
園
門
下
の
一
部
に
お
い
て
か
な
り
不
禍
が
生
じ
、
そ
れ
が
脊
台
を
代
弁
と
し
て
表
面
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
o
さ
て
右
の
日
の
点
に
つ
い
て
Ji実
か
ら
さ
き
に
み
る
と
、
い
ま
池
区
三
田
盟
岡
町
の
う
ち
魚
旅
坂
の
近
く
に
長
松
寺
と
言
う
浄
土
宗
の
寺
が
あ
り
、
そ
の
笙
域
の
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
祖
彼
の
背
率
が
建
っ
て
い
る
°
磁
碑
高
、
約
一
米
°
石
台
を
入
れ
て
約
二
米
あ
り
、
そ
の
碑
陰
に
問
題
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
文
章
二
百
字
足
ら
ず
の
短
い
も
の
で
、
末
行
に
、
純
が
た
め
に
言
い
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服
部
南
郭
祓
文
姐
肋
二
点
べ
て
こ
の
南
郭
が
派
を
と
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
っ
た
よ
う
に
受
け
と
ら
れ
る
が
、
実
は
そ
れ
か
ら
年
の
ち
に
な
っ
て
火
視
し
た
の
で
あ
る
。
木
多
狛
仙
、
名
は
忠
統
（
た
だ
む
ね
）
、
椅
蘭
の
＂
皿
に
は
西
合
と
り
し
た
。
伊
勢
神
戸
城
初
代
城
主
°
宝
膝
七
年
二
月
没
、
享
年
六
七
°
か
れ
の
版
歴
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
刀
水
氏
が
「
本
多
狗
蘭
侯
」
（
『
康
礼
文
化
』
ニ
―
―
―
．
一—
-
三
七
）
に
年
諮
風
に
詳
し
く
説
か
れ
て
い
る
か
ら
そ
れ
に
譲
る
o
渡
辺
氏
に
よ
れ
ば
、
享
保
ニ
―
―
年
祖
株
没
の
条
に
「
賤
園
の
門
人
多
士
祈
々
で
あ
る
の
に
、
衆
人
の
勧
め
に
依
て
猜
闇
疾
が
碑
を
忠
く
こ
と
に
な
っ
た
°
忠
統
は
炭
P
之
を
辞
し
た
が
許
さ
れ
ず
、
遂
に
之
を
沿
し
て
、
服
部
附
祁
と
相
談
し
て
節
を
執
っ
た
ら
し
い
」
と
あ
り
、
撰
文
が
直
ち
に
で
き
あ
が
椅
闇
は
乍
保
一
0
年
、
若
年
寄
（
少
ど
）
に
累
進
し
て
以
来
、
元
文
四
年
、
四
九
オ
は
な
お
在
戦
中
で
あ
る
0
時
に
将
軍
吉
宗
の
帷
梱
に
あ
っ
て
諸
制
改
＂
中
に
奔
命
中
で
、
し
か
も
身
は
納
い
が
ち
で
あ
っ
た
と
言
う
か
ら
諸
市
思
う
に
仔
せ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う0
名
分
は
春
台
•
周
南
の
側
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
南
祁
．
椅
閲
の
方
に
も
弁
解
の
余
地
は
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
十
余
年
も
の
遅
鼎
は
い
か
に
も
長
す
ぎ
る
。
し
た
が
っ
て
春
台
は
敢
て
南
祁
に
内
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
か
れ
は
師
の
没
し
た
町
後
に
必
誌
を
撰
刻
し
、
直
ち
に
竹
傘
下
に
埋
め
た
と
言
う
（
こ
れ
は
淋
台
沢
ぃ
節
に
も
ち
ょ
っ
と
巾
ぃ
い
て
い
る
0
"
晶
必
銘
は
邪
台
北
に
収
め
る
）
。
こ
の
こ
と
も
か
れ
の
義
頂
に
関
係
が
あ
ろ
う
°
た
だ
し
附
邪
は
、
腔
公
所
＞
許
碑
銘
、
近
已
見
＞
虹
空
略
綴
｛
猶
且
数
P
促
＞
之
、
「
符
当
＞
成
耳
と
の
み
釈
明
し
た
だ
け
で
あ
る
。
つ
い
で
に
古
く
と
、
和
台
・
周
南
と
も
に
附
祁
に
さ
き
立
っ
て
鬼
籍
に
入
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
か
れ
ら
の
背
牟
碑
は
す
『
狙
株
北
』
に
何
稲
あ
る
か
い
ま
だ
見
究
め
て
は
い
な
い
が
、
第
二
点
す
な
わ
ち
狙
株
集
序
に
刷
辿
し
て
は
本
館
服
部
文
即
所
収
の
二
本
に
よ
っ
て
追
跡
し
て
み
よ
う
o
二
本
を
仮
り
に
A
、
B
と
す
る
と
、
A
は
破
相
の
す
く
な
い
完
木
て
立
上
り
二
六
馴
、
三
〇
巻
、
一
九
冊
°
B
は
二
七
糎
五
粍
、
虫
喰
い
が
甚
し
く
し
か
も
三
〇
巻
の
う
ち
第
一
五
巻
一
冊
を
欠
き
、
綴
丁
の
梵
も
あ
っ
て
一
六
冊
と
な
っ
て
い
る
°
―
―
-
O巻
の
内
訳
は
詩
部
（
巻
一
し
―-）
、
文
部
（
巻
四
I
一
九
）
、
か
い
部
（
巻
二
O
i
-―10)
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
補
追
が
数
1
巻
末
に
つ
い
て
い
る
o
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冊
刊
記
に
は
お
よ
そ
右
の
よ
う
な
異
同
が
み
ら
れ
る
が
、
版
式
は
同
一
で
あ
る
o
と
こ
ろ
で
右
の
二
本
、
は
っ
き
り
言
え
ば
巻
七
ま
で
の
詩
部
三
冊
の
は
じ
め
に
は
、
い
ま
は
「
元
文
改
元
之
夏
」
の
椅
蘭
序
が
つ
い
て
い
る
が
、
南
郭
密
筒
に
も
「
先
已
刻
1
一
其
詩
編
云
空
於
祉
i
以
＞
故
先
所
に
行
者
或
末
＞
有
二
公
rc-」
と
あ
る
か
ら
、
最
初
詩
部
が
刊
行
さ
れ
た
と
き
は
序
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
初
版
は
「
享
保
二
十
乙
卯
年
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
現
在
の
詩
部
の
奥
付
が
こ
れ
を
示
す
。
因
み
に
蔵
）
翻
刻
の
『
宰
伽
以
後
江
戸
出
版
密
目
』
（
未
刊
国
文
衰
料
）
に
は
「
祖
株
集
あ
る
い
は
そ
れ
に
当
た
る
刊
本
を
み
る
機
会
に
恵
ま
れ
ぬ
が
、
も
し
あ
れ
ば
そ
の
と
き
の
問
題
の
版
本
で
あ
る
o
南
祁
因
簡
に
さ
ら
に
「
集
片
則
亦
此
公
（
猜
蘭
）
前
巳
見
＞
授
°
去
邪
乃
付
二
大
寧
（
荻
生
金
谷
）
一
冠
二
刻
集
首
一
今
見
＞
行
焉
」
と
あ
っ
て
、
去
春
す
な
わ
ち
元
文
二
年
春
あ
ら
た
に
序
を
付
し
て
そ
の
年
詩
部
を
発
行
し
た
。
こ
の
と
き
同
時
に
文
部
も
上
梓
し
た
こ
と
は
前
掲
出
版
書
目
に
「
祖
彼
文
集
半
保
二
十
乙
卯
年
」
と
録
し
て
い
て
、
詩
編
の
刊
記
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
元
文
二
年
―
二
月
条
に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
一
ー
―
L
 
一
ブ
I
_
巻
―
―1
0
巻一
; ¥Ht 
巻三
冊
七目
元
文
二
年
T
巳
正
月
穀
且
（
芯
林
は
一
ー
一
冊
目
と
同
じ
）
党
政
三
歳
辛
亥
及
六
J
求
板
南
紀
和
歌
山
中
井
孫
九
郎
蔵
享
保
二
十
乙
卯
年
発
行
窃
士
屈
弥
三
右
衛
門
大
和
恩
孫
兵
衛
A
（
イ
ー
七
・
七
二
四
）
つ
ぎ
に
二
本
の
刊
記
を
一
既
す
る
o
一
六
冊
H
（
元
十
七
冊
）
巻
―
―
¥
0
八
冊
n
（
元
九
冊
）
巻
一
九
巻三
mr 
七目
三
冊
半
保
廿
乙
卯
年
」
と
あ
る
°
猜
聞
序
の
な
い
『
祖
彼
集
』
詩
部
区
元
文
五
庚
申
首
反
武
江
芯
林
谷
村
数
左
衛
門
梓
行
(
-
―
―
冊
目
に
同
じ
）
B
（
イ
ー
七
・
七
二
五
）
（
上
記
に
同
じ
）
六
「
割
印
帳
」
（
東
京
国
立
博
物
館
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部
南
郭
横
文
墨
臥
二
点
定
し
た
書
度
に
あ
っ
た
と
み
て
と
れ
る
o
自
廿
至
川
合
八
冊
板
元
江
戸
谷
村
盟
左
衛
門
」
と
あ
っ
て
、
明
ら
か
で
あ
る
。
B
の
八
冊
目
は
元
来
九
冊
目
で
、
こ
れ
か
ら
詩
部
三
冊
を
引
く
と
六
冊
（
文
部
）
と
な
り
、
ま
た
そ
の
奥
付
も
享
保
二
0
年
で
出
版
書
目
の
記
事
と
一
致
す
る
。
A
の
元
文
二
年
云
々
の
刊
記
は
あ
た
か
も
こ
の
と
き
の
も
の
の
よ
う
に
み
え
る
け
れ
ど
も
、
同
じ
印
面
に
「
祖
彼
文
集
嗣
出
」
「
同
祁
胎
嗣
出
」
な
ど
と
あ
っ
て
、
こ
れ
は
別
占
の
奥
付
を
仮
り
に
仇
用
し
た
だ
け
の
も
の
で
信
用
で
き
な
い
。
出
版
書
目
を
み
る
と
、
以
後
元
文
万
年
皐
月
の
条
に
「
机
株
集
¥
い
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
集
完
成
と
言
い
、
と
も
に
祖
彼
十
―
―
―
忌
以
前
に
す
べ
て
落
店
は
し
た
。
同
五
年
申
ノ
夏
文
字
は
や
や
小
さ
め
の
中
字
、
楷
行
混
体
で
紙
は
阻
紙
を
用
い
て
あ
る
。
作
品
寸
法
は
竪
―
二
八
糎
、
一
方
は
い
わ
こ
れ
は
B
の
最
後
の
奥
付
と
符
合
す
る
。
南
邪
因
簡
に
は
こ
の
害
部
八
冊
の
こ
と
は
古
か
れ
て
い
な
い
が
、
害
簡
の
元
文
三
年
当
時
こ
の
部
分
は
編
修
中
元
文
五
年
は
祖
株
没
後
―
二
年
。
こ
の
種
の
編
邸
と
し
て
は
い
さ
さ
か
長
時
間
の
例
か
も
知
れ
ぬ
°
そ
れ
で
も
元
文
四
年
の
碑
銘
と
言
い
同
五
年
の
辿
況
延
三
年
、
本
多
狗
蘭
六
O
の
初
度
に
際
し
南
郭
が
奉
品
し
た
方
廷
の
序
と
詩
は
、
そ
の
名
を
冒
頭
に
挙
げ
て
お
い
た
。
ま
た
椅
蘭
そ
の
人
に
つ
い
て
も
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
例
に
よ
っ
て
、
所
見
の
概
略
を
れ
い
き
と
め
て
お
き
た
い
。
横
一
―
一
八
糎
°
右
屑
に
「
閤
□
口
卒
」
朱
文
逝
印
、
左
隅
に
南
郭
の
落
款
お
よ
び
「
太
平
之
民
」
朱
文
の
各
方
印
計
一
―
―
顆
が
捺
し
て
あ
る
°
遊
印
の
二
字
は
読
解
困
難
で
、
今
後
の
検
討
に
侯
ち
た
い
。
蚊
後
の
印
に
つ
い
て
は
、
南
祁
の
門
下
大
内
熊
耳
の
「
祭
南
郭
服
先
生
文
」
（
『
熊
耳
九
生
文
北
』
正
編
巻
―
-
）
民
一
以
圧
ど
南
郭
元
3
:・
・:
」
と
あ
り
、
こ
の
印
と
の
符
合
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
o
の
一
節
に
「
夫
先
生
之
自
称
二
太
平
之
さ
て
南
郭
は
宝
暦
九
年
六
月
ニ
―
I
卒
、
享
年
七
七
（
染
誌
銘
）
。
こ
れ
か
ら
逆
算
す
る
と
忠
幅
は
か
れ
六
八
オ
の
作
で
あ
る
。
元
文
三
年
書
簡
は
同
様
に
し
て
か
れ
五
六
オ
の
手
で
あ
る
。
因
簡
を
円
熟
期
、
巾
ぃ
輻
は
老
疫
の
手
駅
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
両
者
に
お
い
て
一
方
は
俗
簡
、
ば
「
襟
を
正
し
た
」
と
い
う
相
異
が
あ
り
、
ま
た
文
字
の
小
と
大
と
い
う
追
い
は
あ
る
に
せ
よ
、
そ
の
風
韻
に
違
い
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
す
で
に
安
- 7 -
南
郭
の
受
業
、
尚
桟
常
山
の
『
文
会
雑
記
』
巻
二
（
『
日
本
髄
筆
全
媒
』
木
）
に
、
当
時
の
南
郭
書
に
つ
い
て
松
崎
観
而
の
評
語
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
南
祁
の
間
辺
を
も
一
瞥
す
る
た
め
に
、
そ
れ
を
全
文
掲
げ
る
と
‘
れ
修
云
、
広
沢
ノ
恨
戸
ハ
開
国
已
来
楷
法
ハ
ア
レ
ト
モ
草
行
ハ
ナ
キ
ニ
、
初
テ
苧
行
ヲ
懇
出
シ
タ
ル
上
手
ナ
レ
バ
、
和
習
ア
リ
ト
雖
モ
名
節
ナ
ル
ベ
シ
°
株
翁
ノ
手
ハ
ア
シ
キ
ャ
ウ
ニ
拙
ケ
レ
ト
モ
中
蔀
人
ノ
古
人
卜
見
ユ
、
及
カ
タ
キ
何
ト
ャ
ラ
ン
ヨ
キ
手
卜
見
ル
ハ
、
其
人
物
ノ
勝
レ
タ
ル
故
ナ
ル
0
0
 
0
0
0
0
0
0
 
0
0
0
0
0
0
0
 
0
0
0
0
0
0
0
0
 
ベ
シ
0
邪
台
ハ
紺
流
ナ
レ
ト
モ
、
カ
タ
マ
リ
タ
ル
手
ナ
リ
°
南
郭
ハ
巧
ナ
レ
ト
モ
、
和
人
ノ
而
目
ア
リ
、
小
楷
極
テ
見
甜
ナ
リ
、
凸
石
山
人
ハ
東
都
ノ
第
一
卜
雖
モ
、
和
人
ノ
面
目
ヲ
不
＞
免
、
関
思
恭
疇
、
平
林
（
枠
仁
の
こ
と
）
モ
和
人
ヲ
不
＞
免
ト
ナ
リ
0
観
而
は
業
を
太
宰
春
台
に
受
け
、
か
ね
て
別
に
詩
文
を
閥
野
副
平
に
学
ん
だ
°
蘭
亭
は
詩
業
に
お
い
て
南
郭
と
酸
園
の
双
堕
を
な
し
た
、
い
わ
ば
文
仙
で
あ
る
。
し
か
し
、
観
而
の
父
観
瀾
の
墓
碑
（
「
白
圭
松
崎
氾
葛
碑
」
I
「
南
郭
北
」
第
四
編
、
巻
八
）
る
と
、
両
者
と
も
に
一
通
り
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
交
沙
が
あ
っ
た
こ
と
は
推
測
で
き
る
。
を
観
海
の
訥
い
に
よ
っ
て
書
い
た
と
こ
ろ
を
み
し
た
が
っ
て
そ
の
観
海
が
、
南
郭
を
「
小
楷
極
テ
見
事
ナ
リ
」
と
評
し
た
の
は
、
好
恋
の
趣
き
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
数
多
く
の
作
品
と
機
会
に
恵
ま
れ
た
鑑
箕
の
結
果
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
で
は
そ
の
観
洵
が
「
見
事
」
と
称
し
た
南
郭
の
小
楷
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
そ
の
最
も
適
例
と
し
う
る
も
の
に
実
は
い
ま
だ
接
し
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
次
善
を
と
る
と
す
れ
ば
こ
こ
に
問
題
と
す
る
党
延
三
年
書
船
が
当
面
挙
げ
得
る
か
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
楷
行
混
体
の
、
し
か
も
や
や
中
字
に
近
い
か
ら
あ
く
ま
で
次
善
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
推
察
の
手
だ
て
と
す
る
に
は
充
分
と
考
え
る
。
観
涌
が
南
郭
の
小
楷
を
「
見
事
」
だ
と
言
う
と
き
、
そ
の
用
語
の
含
む
と
こ
ろ
は
か
な
ら
ず
し
も
単
純
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
°
元
来
贔
は
楷
よ
り
至
っ
て
草
と
な
る
ほ
ど
、
個
性
と
か
面
白
味
と
か
を
出
し
劫
く
、
古
今
そ
れ
を
も
っ
て
名
を
成
し
た
人
物
や
勝
れ
た
作
品
が
す
く
な
く
な
い
。
そ
れ
に
比
し
て
楷
lc
り
は
お
お
む
ね
そ
れ
と
逆
な
こ
と
が
言
え
る
。
そ
れ
は
自
在
な
融
通
性
に
欠
け
、
抑
褐
の
誇
張
に
よ
っ
て
細
部
を
と
り
繕
う
と
い
う
使
宜
も
す
く
な
く
、
ま
た
結
構
の
調
和
も
む
つ
か
し
い
。
そ
し
て
鑑
宜
す
る
も
の
も
古
く
も
の
も
楷
よ
り
は
行
、
行
よ
り
は
草
へ
と
赴
い
た
の
で
あ
る
°
観
海
や
南
郭
の
時
代
で
も
、
そ
れ
は
変
わ
り
は
な
い
。
小
楷
は
大
楷
よ
り
至
り
易
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
に
せ
よ
、
と
に
か
く
楷
患
を
能
く
し
た
こ
と
は
特
部
に
価
し
た
と
あ
る
。
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部
南
郭
杖
文
限
蹟
二
点
圏
年
仕
袖
凹
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
0
年
、
の
で
あ
る
o
観
而
の
評
語
中
に
は
賤
園
派
の
書
仙
が
多
い
の
は
、
か
れ
み
ず
か
ら
ま
た
当
派
に
屈
し
た
因
緑
か
ら
し
て
当
然
で
あ
る
が
、
見
方
を
紋
っ
て
範
囲
を
同
社
中
に
限
っ
て
も
右
と
同
じ
こ
と
が
言
え
よ
う
。
例
え
ば
談
園
の
主
祖
株
そ
の
人
が
そ
も
そ
も
楷
印
そ
れ
も
細
楷
に
近
い
よ
う
な
も
の
に
見
劣
り
が
す
る
（
研
野
収
之
「
江
戸
時
代
仙
者
の
内
」
I
『
近
冊
1
本
の
仙
学
』
所
収
）
と
言
わ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
お
よ
そ
そ
の
事
態
は
推
測
で
き
る
か
と
思
う
0
か
か
る
対
照
に
お
い
て
も
南
郭
の
小
楷
は
一
頭
地
を
抜
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
南
郭
そ
の
人
に
お
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
°
結
論
は
か
れ
の
全
作
品
を
展
塑
し
た
末
に
あ
る
こ
と
だ
が
、
見
易
い
と
こ
ろ
で
い
ま
か
り
に
「
過
羽
処
士
江
亭
」
七
絶
の
草
幅
を
挙
げ
よ
う
（
『
内
道
〈
士
北
』
第
ニ
―
―
巻
、
平
凡
社
）
。
こ
の
七
絶
は
「
南
郭
集
」
第
二
編
、
巻
五
に
収
め
て
あ
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
お
よ
そ
享
保
一
五
年
前
後
の
作
と
考
え
ら
れ
、
れ
い
も
大
体
そ
の
煩
と
み
て
よ
い
か
と
思
う
0
筵
延
一
＿
一
年
担
幅
、
元
文
一―
1
0年
ほ
ど
若
い
作
品
で
あ
る
°
し
た
が
っ
て
こ
れ
を
同
日
に
論
ず
る
こ
と
は
い
か
が
か
と
思
わ
れ
る
が
、
す
で
に
生
育
期
の
「
若
因
き
」
で
は
な
く
、
あ
る
捏
貶
索
必
も
叫
化
し
た
年
代
の
内
で
あ
る
か
ら
当
面
の
参
考
と
は
な
る
で
あ
ろ
う
0
こ
の
体
船
と
内
伽
、
m
Io節
と
を
対
照
し
て
み
た
場
合
、
袖
者
は
叩
屯
い
の
も
つ
必
然
的
な
面
白
味
は
醸
し
だ
し
て
は
い
る
に
せ
よ
、
草
也
の
甚
本
的
要
訥
-
O
六
図
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つ
ま
り
疾
さ
、
流
れ
、
抑
揚
等
々
、
ま
た
そ
れ
ら
を
包
含
し
た
全
体
の
構
成
、
そ
う
し
た
も
の
に
す
で
に
失
望
を
惑
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
例
え
ば
潤
筆
と
渇
縦
と
の
配
分
の
不
手
際
、
肥
疫
の
単
調
さ
な
ど
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
ま
ず
快
さ
と
惑
動
の
稀
菊
さ
は
覆
う
べ
く
も
な
い
。
こ
れ
に
比
し
て
書
幅
の
場
合
、
む
し
ろ
抑
褐
を
ひ
か
え
る
こ
と
で
均
質
的
な
美
を
つ
く
り
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
お
り
、
測
渇
肥
疫
に
こ
だ
わ
る
こ
と
の
な
さ
が
端
正
の
趣
き
を
出
し
て
い
る
°
総
じ
て
言
え
ば
そ
の
お
と
な
し
さ
、
誇
大
の
な
さ
と
相
侠
っ
て
典
雅
と
称
し
う
る
也
風
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
対
照
を
も
っ
て
直
ち
に
南
郭
の
書
全
体
に
及
ぽ
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
よ
し
ん
ば
か
れ
の
草
祖
が
上
手
で
あ
っ
て
も
そ
の
面
で
は
名
手
の
多
い
こ
と
で
も
あ
る
か
ら
、
い
ず
れ
は
相
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
と
す
る
れ
ば
あ
と
に
残
る
の
は
、
や
は
り
か
れ
が
楷
円
—
小
楷
を
能
く
す
る
と
い
う
そ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
0
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
観
涌
の
言
っ
た
「
見
市
」
と
い
う
用
語
が
、
か
な
り
は
っ
き
り
理
解
さ
れ
て
く
る
し
、
そ
の
評
価
が
か
な
ら
ず
し
も
不
逝
当
で
は
な
い
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
か
れ
が
何
を
怠
味
し
よ
う
と
し
た
か
は
、
恐
問
と
い
う
も
の
か
も
知
れ
ぬ
°
書
学
の
発
達
し
た
今
日
に
お
い
て
も
、
南
郭
の
書
の
あ
る
種
の
「
見
事
」
さ
は
否
定
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
、
わ
れ
わ
れ
は
観
洵
と
は
別
な
こ
と
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
前
に
挙
げ
た
七
言
絶
句
草
幅
の
解
説
に
日
比
野
丈
夫
氏
は
、
南
郭
は
「
祖
株
の
影
秤
を
受
け
て
古
が
辻
者
で
、
や
は
り
草
汎
い
が
得
意
で
あ
っ
た
」
と
書
い
た
あ
と
で
「
狙
株
の
よ
う
な
梨
放
さ
と
気
塊
に
欠
け
る
」
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
「
祖
株
の
彩
幣
」
は
の
ち
に
考
え
る
と
し
て
「
ザ
早
内
が
得
意
で
あ
っ
た
」
か
ど
う
か
、
わ
た
く
し
に
は
そ
の
通
り
受
け
と
れ
な
い
が
そ
れ
は
と
も
か
く
、
あ
と
の
許
語
は
妥
当
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
江
戸
時
代
忠
仙
の
車
lad
を
数
多
く
蒐
集
研
究
さ
れ
た
高
野
辰
之
氏
（
前
掲
論
文
）
の
評
も
ま
た
簡
に
し
て
要
を
得
て
い
る
。
曰
く
「
服
部
南
郭
は
字
形
も
整
っ
て
、
孔
だ
健
筆
で
あ
る
が
、
而‘
IJ
味
を
欠
く
の
が
口
惜
し
い
」
。
そ
し
て
こ
れ
は
唯
に
害
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
か
れ
の
表
孟
板
に
か
か
わ
る
詩
に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
祁
末
の
信
、
斎
藤
正
謙
の
『
拙
幽
文
話
』
巻
一
に
「
本
邦
油
人
、
如
―
―
源
白
石
、
祇
南
涌
、
梁
蜆
巌
、
秋
王
山
i
真
足
品
竺
作
手
i
服
南
郭
之
詩
、
派
泊
少
＞
味
」
と
あ
り
、
こ
こ
に
至
っ
て
か
れ
の
書
・
詩
の
そ
う
し
た
特
色
は
、
も
は
や
南
郭
の
人
問
そ
の
も
の
に
か
か
わ
っ
て
く
る
気
配
を
み
せ
て
く
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
作
家
論
を
こ
こ
で
展
開
す
る
余
裕
が
な
い
。
幸
い
に
先
年
中
村
幸
彦
氏
が
発
表
せ
ら
れ
た
「
文
人
服
部
南
郭
論
」
（
『
九
州
大
学
文
学
部
創
立
四
十
周
年
紀
念
論
文
集
』
所
収
）
に
勝
れ
た
見
解
と
汽
料
が
み
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
る
こ
と
を
お
願
い
す
る
o
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部
南
郭
淡
文
塁
蹟
二
点
元
米
南
郭
は
そ
の
性
岱
の
一
端
に
つ
い
て
、
か
れ
の
総
誌
銘
（
守
山
侯
松
平
頼
順
撰
ー
「
南
郭
集
」
四
編
巻
末
）
に
も
、
凡
百
行
事
、
末
忍
ロ
ニ
呂
対
二
妻
子
家
人
ー
語
i
之
、
自
ど
少
而
然
と
古
か
れ
た
夫
子
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
お
の
ず
か
ら
、
か
れ
の
言
動
、
版
歴
に
関
す
る
賢
料
の
欠
乏
を
き
た
し
た
一
因
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
今
日
南
郭
研
究
を
阻
害
し
て
い
る
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
中
村
幸
彦
氏
（
前
掲
論
文
）
ご
指
摘
の
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
て
こ
れ
が
南
郭
の
書
芸
に
関
す
る
場
合
で
も
決
し
て
例
外
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
な
お
か
れ
の
忠
芸
の
ヒ
ソ
タ
ー
ラ
ソ
ド
を
探
求
す
る
必
要
上
、
使
い
ふ
る
さ
れ
た
つ
ぎ
の
文
章
か
ら
出
発
し
よ
う
0
南
郭
ハ
モ
ト
歌
人
ナ
リ
°
歌
卜
画
ノ
芸
ヲ
以
テ
、
故
甲
斐
侯
古
保
二
仕
ヘ
ラ
レ
タ
リ
0
ソ
レ
ョ
リ
詩
ヲ
学
ビ
文
ヲ
カ
キ
テ
株
翁
二
従
ヒ
タ
マ
ヘ
リ：・
・・（
『
文
会
雑
記
』
巻
一
）
こ
こ
に
は
か
れ
の
能
技
と
す
る
歌
・
画
・
詩
・
文
四
種
の
芸
術
が
挙
げ
ら
れ
て
あ
る
が
、
見
方
を
か
え
れ
ば
、
む
し
ろ
そ
れ
か
ら
書
が
除
外
さ
れ
て
い
南
祁
の
歌
、
画
の
芸
に
つ
い
て
復
附
す
る
と
、
そ
の
和
歌
の
涎
能
は
、
か
の
北
村
季
吟
の
門
に
学
ん
だ
元
矩
を
父
と
す
る
出
自
か
ら
し
て
不
思
厳
は
な
い
が
、
画
芸
に
至
っ
て
は
何
人
を
師
と
し
た
か
、
伝
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
、
書
芸
の
場
合
と
ま
っ
た
く
同
様
な
こ
と
が
み
ら
れ
る
が
、
す
く
な
く
―
四
オ
の
こ
ろ
に
は
す
で
に
一
応
の
技
能
を
身
に
つ
け
て
い
た
と
伝
え
る
か
ら
、
柳
沢
侯
へ
勤
仕
し
た
こ
ろ
に
は
あ
る
水
準
に
は
達
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
（
相
見
香
雨
「
服
部
南
郭
の
画
業
」
ー
『
H
本
美
術
協
会
報
』
四
四
共
）
。
か
れ
が
柳
沢
吉
保
に
仕
え
た
は
じ
め
は
『
先
哲
殴
談
』
巻
六
に
よ
れ
ば
一
六
オ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
か
れ
の
没
年
か
ら
逆
算
す
る
と
、
元
禄
―
一
年
に
当
る
°
引
用
文
で
や
や
問
題
に
な
る
の
は
「
ソ
レ
ヨ
リ
」
の
時
期
で
あ
る
が
、
素
直
に
解
す
る
と
か
れ
が
柳
沢
家
へ
出
仕
し
た
時
よ
り
、
つ
ま
り
一
六
オ
か
ら
、
と
な
る
。
こ
の
解
釈
に
た
つ
殺
学
史
あ
る
い
は
伐
文
学
史
は
す
く
な
く
な
い
。
例
え
ば
関
根
正
直
「
徳
川
時
代
に
於
け
る
文
学
の
現
象
」
（
『
早
稲
田
文
集
』
）
で
は
「
少
年
の
頃
誇
園
に
入
り
て
学
を
受
け
、
師
と
共
に
柳
沢
家
へ
仕
え
し
が
：
． 
」
と
あ
り
、
受
学
と
出
仕
が
ま
る
で
逆
で
あ
る
点
を
別
と
す
れ
ば
、
ま
っ
た
＜
右
の
解
釈
に
出
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
と
は
お
よ
そ
異
な
る
所
伝
が
あ
る
。
そ
れ
は
や
は
り
『
文
会
雑
記
』
で
、
そ
の
巻
六
に
、
と
も
か
れ
る
こ
と
こ
そ
一
種
象
徴
的
で
あ
る
か
に
思
わ
れ
る
。
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南
郭
幼
名
ハ
幸
八
卜
云
ヘ
リ
、
晩
学
ナ
リ
°
子
允
ノ
方
へ
賠
謙
来
ラ
レ
テ
、
咄
二
只
今
祖
株
二
逢
タ
レ
バ
、
祖
株
ノ
云
、
保
山
ノ
方
ヱ
行
タ
レ
バ
服
部
幸
八
詩
ヲ
出
シ
テ
見
セ
タ
リ
0
少
々
評
判
｀
ソ
タ
ル
ガ
、
先
頃
ニ
―
―
一
度
学
問
ノ
咄
シ
ヲ
シ
タ
レ
バ
、
詩
ニ
ス
ヽ
ミ
似
山
松
平
美
談
守
吉
保
也
、
致
仕
ノ
後
別
業
―
―
屈
ラ
レ
ク
ル
処
へ
祖
練
行
レ
ク
リ
タ
ル
コ
ト
及
カ
タ
シ
、
無
双
ノ
オ
子
也
卜
、
云
ル
ト
ナ
リ
0
共
年
紀
ヲ
オ
ス
ニ
、
南
郭
三
十
年
ノ
左
右
ナ
リ
ト
、
君
修
語
レ
リ
0
服
子
弱
冠
ノ
時
祖
株
二
相
見
セ
ズ
、
末
ダ
学
間
ノ
相
談
ヲ
セ
ヌ
中
二
杜
祁
ヲ
ヒ
ク
ト
好
テ
見
ク
ル
故
、
老
杜
ノ
詩
ノ
ク
セ
ガ
付
テ
：
．
．．
 
と
も
あ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
や
は
り
前
条
の
出
来
事
の
あ
っ
た
前
後
に
南
郭
は
狙
株
門
に
入
っ
た
と
み
ら
れ
る
°
か
れ
が
三
0
オ
の
頃
と
い
う
と
大
休
正
徳
i
-
―介
前
後
で
、
こ
れ
と
は
別
に
渡
辺
刀
水
氏
が
か
れ
と
木
多
狗
蘭
と
の
避
組
を
正
徳
四
年
頃
と
推
測
さ
れ
た
の
も
、
こ
の
際
大
い
に
参
考
と
な
ろ
ぅ
。
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
元
禄
―
一
年
、
か
れ
が
一
六
オ
で
出
仕
し
て
か
ら
ほ
ぽ
一
五
年
経
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ま
で
か
れ
は
「
先
頃
二
三
炭
学
間
ノ
咄
シ
」
を
し
た
だ
け
で
、
祖
彼
と
は
ほ
と
ん
ど
交
渉
が
な
か
っ
た
こ
と
は
あ
と
に
引
い
た
文
痒
か
ら
推
察
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
引
用
文
に
よ
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
間
か
れ
が
独
学
し
た
か
の
如
く
で
あ
る
が
、
そ
う
で
も
な
か
っ
た
こ
と
が
つ
ぎ
の
資
料
か
ら
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
南
と
あ
る
。
広
沢
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
細
井
広
沢
の
こ
と
で
「
一
湘
」
と
は
柳
訳
家
の
こ
と
。
つ
ま
り
吉
保
に
仕
え
た
の
で
あ
る
。
吉
保
が
そ
の
辣
腕
の
反
面
、
能
オ
の
士
を
多
数
設
設
し
た
こ
と
は
有
名
で
、
細
井
広
訳
な
ど
も
そ
の
数
に
入
っ
て
い
た
°
広
沢
の
出
仕
は
南
祁
、
祖
株
よ
り
も
は
や
く
、
元
禄
四
年
七
月
、
三
四
オ
°
致
仕
は
三
村
籾
三
郎
氏
の
『
近
世
能
M
伝
』
で
は
享
保
一
五
年
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
元
禄
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
―
―
一
人
の
う
ち
で
は
ま
た
も
っ
と
も
は
や
く
禄
を
離
れ
た
。
南
祁
が
広
沢
に
逢
っ
た
の
は
、
か
れ
が
は
じ
め
て
1
仕
し
た
と
き
か
ど
う
か
は
判
ら
ぬ
が
、
広
沢
が
「
既
に
老
成
を
以
っ
て
宿
仙
先
生
と
称
」
し
て
い
た
と
い
う
渾
叩
句
の
雰
皿
気
か
ら
す
る
と
、
か
な
り
は
や
く
か
ら
知
っ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
と
き
か
ら
両
者
こ
と
に
南
祁
の
方
で
は
、
広
沢
の
出
仕
か
ら
忘
什
之
交
余
泊
冠
J
i二
広
沢
先
生
聡
公
謹
—
但
事
二
-
滞
→
公
謹
閑
以
二
老
成
云
竺
術
仙
先
生
i
則
父
行
也
、
面
其
人
森
裕
、
不
;
為
二
診
畦
一
乃
以
二
文
雅
函
~
受
―
祁
it」
三
糾
、
巻
九
「
跛
広
沢
占
巻
」
に
よ
る
と
、
と
あ
り
、
巻
四
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
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郭
淡
文
m密
鮫
二
点
致
仕
ま
で
の
約
10
年
間
に
お
い
て
「
文
雅
を
以
っ
て
、
問
に
忘
年
の
交
り
を
受
」
け
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
か
れ
が
祖
彼
と
交
沙
を
も
つ
以
前
の
こ
と
広
沢
の
学
識
は
今
日
で
こ
そ
そ
の
内
名
に
蔽
わ
れ
る
傾
き
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
経
世
文
雅
に
お
い
て
決
し
て
二
流
で
は
な
い
。
南
郭
か
ら
す
れ
ば
多
と
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
か
れ
が
広
沢
か
ら
、
自
身
に
何
を
得
た
と
考
え
た
か
は
辿
憾
な
が
ら
明
徴
が
な
い
。
ま
た
具
体
的
に
そ
の
「
文
雅
の
交
り
」
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
か
も
、
も
う
少
し
調
壺
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
た
だ
推
測
し
得
る
こ
と
は
、
南
郭
が
祖
彼
の
門
を
敲
く
以
前
に
お
い
て
、
祖
彼
が
「
無
双
の
オ
子
」
と
懲
歎
し
た
詩
文
の
学
識
は
、
い
か
ほ
ど
か
広
沢
に
負
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
こ
こ
ま
で
く
れ
ば
さ
ら
に
も
う
一
歩
を
進
め
て
、
そ
れ
で
は
由
に
お
い
て
も
広
沢
の
影
評
力
は
及
ん
だ
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
の
は
、
至
極
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
南
郎
の
歌
学
か
ら
す
る
忠
技
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
樅
学
に
お
け
る
古
学
は
ま
た
別
で
あ
ろ
う
。
こ
と
に
楷
書
の
技
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、
祖
彼
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
不
得
邸
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
え
っ
て
南
郭
が
楷
因
を
巧
み
に
し
た
の
は
、
か
れ
本
来
の
資
質
に
も
よ
る
こ
と
と
は
い
え
、
大
い
に
考
え
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
と
す
れ
ば
前
出
ri
比
野
丈
夫
氏
が
南
祁
に
お
け
る
祖
彼
の
影
評
を
い
う
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
南
郭
而
立
以
後
に
お
い
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
、
か
れ
が
一
六
オ
か
ら
二
〇
オ
頃
ま
で
の
形
成
期
に
お
け
る
広
沢
の
存
在
も
充
分
考
慰
に
価
す
る
事
尖
で
あ
ろ
う
0
こ
こ
に
至
っ
て
、
で
は
広
沢
、
祖
株
が
南
郭
の
書
に
ど
う
投
影
し
て
い
る
か
を
作
品
の
上
で
問
う
べ
き
段
階
に
達
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
実
際
に
は
そ
う
は
っ
き
り
言
う
べ
き
も
の
を
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
概
略
こ
れ
を
言
え
ば
、
当
時
、
元
禄
・
享
保
の
頃
よ
り
上
代
様
に
あ
ら
ざ
れ
ば
魁
様
に
帰
す
る
大
勢
の
な
か
で
、
南
郭
も
ま
た
明
朝
消
新
の
書
家
文
徴
明
の
風
を
磁
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
同
じ
く
『
文
会
雑
記
』
巻
三
に
か
れ
身
辺
の
た
た
ず
ま
い
を
粗
描
し
た
な
か
に
、
る。
芙
菜
館
ノ
…
・：
芯
院
床
ノ
左
右
ニ
ハ
朕
ヵ
ケ
テ
ア
リ
、
文
徴
明
ノ
石
刻
ノ
屏
風
ア
リ
―
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
°
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
わ
が
国
の
仙
家
な
い
し
文
人
の
平
均
的
身
だ
し
な
み
で
も
あ
っ
た
が
、
事
実
か
れ
の
忠
風
は
王
淡
之
で
あ
る
。
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―
四
し
一
五
右
の
う
ち
問
題
と
な
る
の
は
第
一
行
で
、
こ
れ
は
文
集
の
方
が
正
し
い
。
『
詩
忠
古
伝
』
は
春
台
の
著
書
で
一
二
四
巻
°
る
。
同
雷
に
は
元
吝
一
年
の
南
郭
序
が
あ
り
、
魯
簡
前
半
で
そ
の
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
俗
簡
と
は
い
え
、
疾
書
の
魯
節
で
も
な
く
、
ま
た
そ
の
序
を
書
き
も
し
た
南
郭
に
し
て
、
虫9
名
の
誤
字
を
冒
し
た
ま
ま
で
朽
き
放
す
と
も
思
え
ぬ
が
、
事
実
は
そ
う
し
て
い
る
°
俊
雅
な
南
郭
に
し
て
は
、
や
や
手
抜
か
り
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
文
字
に
う
る
さ
か
っ
た
と
言
わ
れ
た
春
台
が
、
こ
れ
に
対
し
て
ど
う
し
た
か
、
し
な
か
っ
た
か
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
以
上
、
本
館
所
蔵
の
南
郭
狡
文
坐
助
二
点
の
解
説
を
試
み
ん
と
し
て
、
か
え
っ
て
と
り
と
め
も
な
い
文
章
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
蔵
書
理
解
の
一
端
と
も
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
下
段
七
ク / 
上
段
七
t
八
で
も
な
け
れ
ば
も
ち
ろ
ん
額
真
卿
で
も
な
く
、
や
は
り
文
徴
明
の
系
統
に
あ
る
こ
と
は
大
体
に
お
い
て
言
え
る
か
に
思
わ
れ
る
0
数
多
く
の
書
術
流
に
あ
っ
て
、
謡
園
一
派
に
は
文
徴
明
風
の
祖
を
書
く
人
が
多
か
っ
た
（
高
野
辰
之
前
掲
論
文
）
が
、
南
祁
も
ま
た
例
外
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
文
徴
明
を
、
か
の
北
島
雪
山
に
学
ん
で
当
代
一
流
の
書
傑
と
な
っ
た
の
が
、
と
り
も
直
さ
ず
細
井
広
沢
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
結
節
点
と
し
て
南
郭
と
広
沢
は
連
結
し
て
い
る
°
た
だ
草
書
に
お
け
る
広
沢
の
奇
勝
雄
健
と
切
れ
の
鋭
さ
な
ど
は
南
郭
に
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
楷
書
に
お
い
て
は
、
広
沢
を
や
や
お
と
な
し
く
し
た
と
こ
ろ
で
一
脈
通
ず
る
も
の
の
あ
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
°
終
り
に
元
文
三
年
書
節
の
原
本
と
「
南
郭
集
」
所
披
と
の
校
異
を
掲
げ
て
お
き
た
い
。
上
欄
の
数
字
は
原
本
の
行
数
を
示
す
。
（
原
本
）
．
 
諸
t
ぃ
古
伝．
 
義
府
自
非．
 
裟
洞
先
巳
．
 
客
姑
寄
狭
屋
（
ナ
シ
）
．
 
鉗
洞
前
已
．
 
客
寄
宿
狭
犀
．
 
時
芯
古
伝
（文
集
）
現
に
そ
の
刊
本
が
通
行
し
て
い
-14 -
